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大学教育再生加速プログラム（AP）
Acceleration Program for University Education Rebuilding : AP 事業期間：2015年度～2019年度

【取組の概要】

【取組のポイント】

テーマⅣ 「長期学外学修プログラム（ギャップイヤー）」

【キーワード】

武蔵野大学

「世界の幸せをカタチにする。」を実現する武蔵野フィールド・スタディーズ

本取組の目的は、本学のブランドステートメントである「世界の幸せをカタチにする。」を実現するため、社会のパラダイム・シフトに対応する①自

発自燃型人材、②グローバル人材、②地域貢献型人材を育成することである。そのため、４学期制を導入し、アクティブ・ラーニングの軸として、

長期学外学修プログラム「武蔵野フィールド・スタディーズ（以下、FS）」を教育課程に配置する。FSは、入学後すぐの第２学期・夏季休暇を中心

に、学生の能力や志向等に応じ、約１か月間学外で学ぶプログラムである。さらに、２年次以降は、１年次での学びや能力を昇華させるため、メイ

ンメジャー及びサブメジャーによる、専門的な長期学外学修プログラムを配置する。これにより、体系的且つ実質的な教養と専門の連続した学び

を実現する。なお、FSは、地方創生支援活動やオリパラ支援活動等、地域・社会貢献を到達目標の一つとして設定している取組も多い。

「４学期制」、「アクテイブ・ラーニング（Teaching method）」、「産学協働」

武蔵野大学では、ブランドステートメント「世界の幸せをカタチにす

る。」に基づき、全学的なディプロマ・ポリシー（学位授与の基本的な考

え方として学生が修得する能力を示したもの、以下DP）を以下のとおり

定めている。

「アクティブな知」を獲得し、創造的に思考・表現する力を備えて、世

界の課題に立ち向かう。

仏教精神を根幹として学識、情操、品性ともにすぐれた人格を養い、

一人ひとりの幸せ、世界の幸せに貢献する人材を育成します。

＜修得する能力＞

①学びの基礎力を基盤とした専門能力

②他者と自己を理解し、自発的に踏み出す力

③課題を多角的に捉え、創造的に考える力

④多様な人々のなかで、自らの考えを表現・発信する力

この全学的なDPを踏まえ、本取組では、社会のパラダイム・シフトに

対応する以下の人材を育成することを目的としている。

－ 社会のパラダイム・シフトに対応する３つの人材 －

１．自発自燃型人材

自ら課題を設定し、自ら答えを導き出し、解決に向け果敢に行動

する人材

２．グローバル人材

国際ビジネスの知識、国際社会で通用する教養、語学力を有する

人材

３．地域貢献型人材

地域を活性化・再生させるノウハウを有する人材

【人材育成目標】

➢ 全学的に４学期制を導入

➢ アクティブ・ラーニングの軸として武蔵野フィールド・スタディーズを

教育課程に効果的に配置し、体系化

（Teaching method の改革）

➢ 多様なプログラムと産学協働による教育プログラムの開発・改善

【教育上の課題】

【これまでの取組、実績・成果】

＜取組＞

2016年度より全学に４学期制を導入し、2017年度より長期学外学

修プログラムであるFSを本格的に開始した。2018年度のFSは、１年次

で実施したFSについては薬学部を除き必修科目として行った。学外学

修期間が実働20日間以上の長期FSは62プログラム（参加学生280

人）実施した。その他、学外学修期間が実働５日間程度の短期の学

外学修は35プログラム（参加学生1,865人）実施し、合計97プログラム

2,145名の学生が学外で学修した。また、2018年度より、地方創生支

援活動や震災復興支援活動、オリンピック・パラリンピック支援活動に

加えて、本学の建学の精神である仏教精神に通じる共生社会をテー

マにしたFSや学科の専門の学びに繋がるFSを増やし、２年次以降の学

修を主体的に取り組めるような仕掛けをプログラムに盛り込んだ。さらに、

２年次以降に実施する専門的な長期学外学修プログラムであるメイン

メジャーFSでは７プログラム50人、サブメジャーFSでは９プログラム62

人が学修した。

＜実績・成果＞

・全学に４学期制を導入

・多様な長期学外学修プログラムの開発・実施

FSを推進する上での課題は、①プログラムの質保証、②科目履修の

学内調整（特に第２学期）、③規模に応じた運営推進の教職協働体

制の構築、 ④FS活動先の開拓等が挙げられる。特に①プログラムの

質保証については、学外の実習前後の学修が重要であると考える。

事前学修では活動先（社会・地域）の背景や課題を学生自ら学修す

ることで「主体的な学修態度」を養う。実習では様々な体験・経験をし、

事後学修により、それらの体験・経験が全て「学び」へのきっかけとな

ることに気づかせる。そうして、それらの学びを専門の「学び」に繋げ、

さらに将来のキャリア選択に繋げることを発見させる。さらに、体験・経

験の成果や課題に対する解決案を言語化し、活動先等に発表するこ

とで、多様な人々のなかで、自らの考えを表現・発信する力を養って

いく。これらの事前事後学修を担当教員が主体的に行うことで、プログ

ラムの質を保証していく。

また、活動先とのプログラム開発会議や教員へのFS研修（シンポジ

ウム）等を実施し、プログラムの質を保証していく。

本取組のFSは、第２学期・夏季休暇を中心に、学生の能力や志向

等に応じて約１か月間、学外でフィールド・ワークや地域活性化支援等

の活動を行う。プログラムごとに学生が自ら課題を見つけ、その解決に

向け果敢に挑戦する本学独自の実習型教育プログラムである。2018

年度は１年次で実施するFS（短期の学外学修を含む）は97プログラム、

2,145人の学生が参加した。

武
蔵
野
大
学

118

年度
「長期学外学修プログラム（ギャップイヤー）」



テ
ー
マ
Ⅳ　
長
期
学
外
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

�

（
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
）

ポンチ絵

目標値（表を作成）

【本取組における成果と社会へのインパクト】

 初年次での全学的な学部横断型学外学修プログラムの実施は、

学生の高い成長実感と学びへの主体的態度を涵養するもので、

社会に新しい体験的創造的大学教育のイメージを与えうる。

 官学連携による学外学修プログラムの開発・実施とそれに基づ

く地方自治体等との互恵的関係の形成は、持続可能な地域連

携活動による大学の社会貢献の好例となる。また、大学知名度

向上に繋がるもので、各大学への普及も期待できる。

①４学期制導入により、 長期学外学修プログラムの推
進に加え、導入教育の充実やサマーセッション等の実
施によるグローバル化推進など、各種教育改革が加
速・実現することで、学士課程教育全体の教育効果が
最大化する。さらに、秋入学制度や高大接続教育等と
の連動により、３つのポリシーの連続性が具体化及び実
質化する。
②長期学外学修プログラムを、教職協働により組織的
に推進することで、アクティブ・ラーニング（Teaching
methodの改革）に対する学内の共通認識が深化する。
また、本事業の取組そのものが、実践的かつ良質な
FD・SDの機会となる。

【本取組の質を保証する仕組み】
学内実施体制については、2016年に学長直轄の組織である教育

改革推進会議を設置、翌年FS小委員会を設置し、FS運営に係る課

題や対応を議論し、より機能的且つ確実に運営する体制を整備した。

さらに2018年に学外学修推進センターを設置し、質・量ともに充実し

たFSの実施と、プログラムの発展的稼働を目指した体制を構築した。

また、外部評価については、有識者会議を開催し、活動先の代表者

を招き、FS実施の振り返りと課題抽出、対応検討を行った。その他、

本事業の中間総括として「平成29年度学外学修プログラム事業報告

書」を発行し、学内外や活動先への報告、振り返りを行った。

・学生の高い成長実感（学生アンケート結果より）

・全学的なFDを年４回実施

・公開シンポジウム「始まりとしての学外学修～体験をカタチにする

知性と主体性を求めて～」を開催

・平成29年度学外学修プログラム事業報告書の発行

【今後の取組の計画】
今後は、2018年１月に設置した学外学修推進センターを中心として、

前述した教育上の課題の解決を図りながら、全学的な特色ある取組

としてFSをさらに発展させていく。プログラムの質保証においては、201

8年度と同様に、学科の専門の学びに繋がるFSを増やし、専門の学び

への意欲や主体的な態度を養うとともに、教職協働体制をより強化し

ていく。また、２年次以降に配置しているメインメジャーFSおよびサブメ

ジャーFSでは、より専門性の高い学外学修を行い、学生が自ら世界や

地域の課題を発見し解決できる能力を身につけ、本学のブランドス

テートメントである「世界の幸せをカタチにする。」人材を高い次元で育

成していく。さらに対外的には、受入れ地方自治体との互恵的、発展

的は官学連携を推進する。

【事業の成果】
2015年度
（実績値）

2017年度
（実績値）

2019年度
（目標値）

長期学外学修プログラムに
参加する学生の割合

9.7% 12.9% 27.6%

学生の授業外学修時間
（11時間以上の学生の割合） 5.6% 9.1% 20.0%

学生が企画する活動数 62件 67件 68件
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武蔵野フィールド・スタディーズ 

全学4学期制導入とアクティブ・ラーニング（Teaching methodの改革)の、2つのエンジンを軸に教育改革を加速させる。具体的には、長期学外学修プログラムと
して、①武蔵野フィールド・スタディーズ(1年生)、③サブメジャー・フィールド・スタディーズ（2年生以降）、②メインメジャー・フィールド・スタディーズ（2年生以降)を
教育課程に配置する。アクティブ・ラーニングを教育課程のメインストリームに位置付け、社会のパラダイム・シフトに対応できる人材を育成する。また、長期学
外学修プログラムは、産学協働で開発・改善を行う。 

 

 Fourth step  事例発表 

    Project study, Presentation, Poster session, Panel discussion 
 

 Third step  徹底した事例研究 

    Problem-based learning, Discussion, Debate through case study 
 

 Second step  - Off-campus -  学外学修プログラム 

    Field work, Volunteer, Internship 
  

  First step  - On-campus -   汎用的能力の理解と獲得 

    Group work, Facilitation 

ﾎﾟｲﾝﾄ１ アクティブ・ラーニングを教育課程に効果的に配置、体系化 

※ 下表        が本事業（当該申請事業） 

ﾎﾟｲﾝﾄ２ 多様なプログラムと産学協働による教育プログラムの開発・改善 

学外学修プログラム 活動先（自治体・企業等）  

サブメジャー・ 
プログラム 

  海外サブメジャー・プログラム（計5プログラム）   ロサンゼルスイマージョンスクール、他  
  国内サブメジャー・プログラム（計10プログラム）   北海道東川町、長野県信濃町他 

海外ＦＷ   GLPプログラム   ゲルフ大学、カルガリー大学、他  

他、計12プログラム 

国内ＦＷ   地方行政フィールド・ワーク    北海道東川町役場、他  

他、計2プログラム 

地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

ボランティア  
 宮城県名取市 閖上(ゆりあげ) 
 ～3.11を忘れない～自分で考える防災プログラム 

 宮城県名取市、宮城県石巻市、他 

他、計11プログラム 

地場産業 
体験  

  農業体験実習  鹿児島県徳之島町、長野県JAながの、他  

他、計7プログラム 

地域活性化支
援  

  芸術祭イベント運営支援   秋田県上小阿仁村役場、他  

 魅力発信プロジェクト支援イベント企画と運営  福岡県大川市、長野県信濃町、他  

他、計7プログラム 

体験学習 
  離島生活、空き家調査状況調査、  西東京市、八丈島、江東区市役所、他 

他、計42プログラム 

取組の背景 社会のパラダイム・シフト 
（将来の如何なる想定外の状況にも対応できる汎用的能力の育成） 
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